
久保木富房

東京大学名誉教授.

医療法人秀lFr会楽山病院名2・‐院長.

1973年 東京大学医学部卒.

1996年 東京大学教授 (心療内科)。

2005年 東京大学名誉教授、:,1稲 lll大学客員教授

医療法人秀14会 楽山病院長.現在に至る.

学会活動等 :Fl本 不安障害学会理事長、

日本ストレス学会llll'1'、  日本うつ病学会理事など,「心療内科J編
集委タミ長.1990、 19931'「 [界保健機関 (Wl10)OF究 委員.

2005年 第18「l ll界 心身1入学会 (WCPM)組織委ウミ長Ⅲ2006年 第

471J日 本心身医学会会長.2009年第6い|う つ病学会会長.

1:な 絆書 :「 抗不安業の選び方と使い方J(新興1入学11版社 1990)、

「Btllimiaの臨床J(1愉 評1店 2000)、 「 心療内科J(れ l111卜店 2000)、

「リラクゼーション反方さ|(′14利 1書店 2001)、 など他多数.

嶋田 洋徳

lll在、早稲田大学人間科学学術院教授、臨床心111

1ヽ稲
|‖ 大学大学院人|‖科学‖1究科博十後期謀程修 |

博十 (人間科学)

広Fl大学総合|1学‖
`助

F、 新潟大学人文学部
lF任 講ll、 助教授、¬t稲 ||1大学人間科学部助教授

などを経て、2008年より現‖裁

中Л]分野 :行動臨床心ll l学 、認菊

“

i動療法

,I属学会 :11本行動療法|′会理 II、 日本ストレスマネジメント学会lll嗜

'、日本ll」 lFK心理学会月111、 ‖本認知療法学会常任編集委,|、 日本教育心理学

会Itl集 委員、日本カウンセリング学会編集委員、ほか

liな 著書等 :i中学 高校で使える人間関係スキノじアップ■ワークシートJ

(学 事出版)、
「学校、Ill場 、地域におけるストレスマネジメント実rkマ ニ」

アル|(北大路書房)、 「60の ケースから学ぶ認
'‖

行動療法luヒ大路,1:′ガ)、

1認知行動療法家のためのA(〕 Tガイドブック」(星和メ:"i)、 ほか

員谷 久宣

パニ ック障害研究センター代表 医療法人和楽

会 Jl'1'長 、京都府立医科大学客タミ教授

1943年 名占屋市生まれ

1962愛 知県立明和高校卒来、1968年 名古屋嗜f

′大学医学部卒業.岐吟1入学附属病院にて研修.

ミュンヘン・マックスプランク精神医学りr究所留学。岐:卜大学医学

‖S助教授、自衛隊中央病院神経ri部長、岐11大学客ウミ教授を経て

1993年開院、医療法人和楽会理事長.NPO法人不安 I‖ うつ臨床研

究会代表。第 1回「1本 不安障害学会会長 (2009年 ).

絆)ll:「 よくわかる 薬いらずのメンタルケアJ lilttの 友 (2011)、
「ネt

交不安障害J振興医学l11版 社 (2010)、 1非定11う つ病J日 本評論社

(2008)、 「不安 恐怖り11の こころ模様J講談社 (2000、 「マインド

フルネス・瞑想 坐禅の脳rl学 と精神療法J振興医学出版社 (2007)「 女t

まぐれうつ病―誤解される非定型うつ病 」筑rf J手 房 (2007)他

● 会 場 案 内 ●
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「子どもの不安・抑うつ」

日 時

場 所

入場料

平成26年 2月 2日 (日 )

PM3:30開演(開場3:10)

東京大学
伊藤謝恩ホール

無料

〈はじめに〉
211[糸己|よ 、 ||:`ぎ ‖t,Lャ 11,lFi椰 l力 多ヽIJt rヒ ,― るとともに多[「

多様の ストレスを経ル貪ヒながら/li,1す る時代 と1キ えましょ

う.そ υ)中 で、健康で人||り らしくア
|:き るためには様々な li人

やスキ′しの角得が必要です 特に、発注途 11の rど もにおい

ては、そうしたストレスの影響を強 く受け、 多 くの′と、理的身

体的あるいは社会的な障|:|を 抱えることも少な くあ りませ

ん. rど ものイ(登校、ひきこもり、り|:行 などの1判題行動や心

身の「11lifは 、昨今の大きな社会問題 となっています.

そこで今 IIは 、「rど もの不安・抑 うつJと いうテーマで

開fllり ることになりました _

境泉洋先41(徳 I与 入学 )に は、|ひ きこもりの rど もと家族

をええる認知行動殊法 | というタイトルで、ひきこもり家族

会の il「 flを 中′し、に認知1行動療法の地応 |1例 を交えなが ら講澤i

をしていただきます "t卜 1洋 徳先/1i(lit l~田
人

.11)に
は、「

J4

どもの不安・うつ とストレスマネジメン トJと いうタイトル

で、教 F,1lj・ 」でのストレスマネジメン トの実際をij介 してい

ただきま,.
■どもの抱える IJI趣 を 卜支えするたノ)に は、

′
く́″矢、14校 、

1也域、ll‖ :・ |ズ

'ガ

動L設 など様 々なしベル 〔の

`|:会

的リホー ト

が必要イ(」 欠です.本 lll澤 1会 では、1好 たの社会をになう rど
もが健全な発育を遂げるためには、どのような支援が必要か

を考えるltい 機会 となることを

'切

待 してお ります.ど うぞ、

皆様 .S、 ろってご参加|く ださい

● プログラム ●

オルガナイザー:野村  忍
早稲田大学人間科学学術院教授

●PM 3:30～  開会の辞

佐々木 司
東京大学大学院教育学研究科教授/第 6回日本不安障害学会大会長

●PM 3:35～

「ひきこもりの子どもと家族を支える認知行動療法」
識雨/境  泉洋
徳島大学大学院 准教授

司会/久保木富房
東京大学名誉教授/日本不安障害学会理事長

●PM 4:30～

「子どもの不安 0うつとストレスマネジメント」
講師/嶋田 洋徳

早稲田大学人間科学学術院 教授

司会/野村  忍
早稲田大学人間科学学術院教授

●PM 5:25～  閉会の辞

員谷 久宣
医療法人禾0楽会理事長/NPO不安・抑うつ臨床研究会代表

● 推 薦 図 書 ●

●中学・高校で使える人間関係スキルアップ・ワークシー ト

(学事出版)

●学校職場,地域におけるストレスマネジメント実践マニュアル

(北大路書房)

●60のケースから学ぶ認知行動療法

(北大路書房)

●認知行動療法家のためのACTガ イ ドブック

(星和書店)

●CRAFTひ きこもりの家族支援ワークブック

(金岡」出版)

●CRA日 依存症患者への治療動機づけ

(金剛出版)

●メタ認知療法

(日本評論社)

● 演者の紹介 ●

野村 忍

専r}l分野 :心身医学、行動医学、臨床心理学

学歴 :1977年神戸大学医学部卒業

職歴 :1996年東京大学医学部心療内科助教授.

2000イ11早稲田大学人間科学部教授 (現職)

(2008年 9月 12月 ロンドン大学客員教授).

学会活動 :日 本行動医学会理事長、日本心身医学会理事、日本心理

医療諸学会連合理事、日本ストレス学会理 ll、 日本産業ストレス学

会理事など他多数.

主な著吉 :「 ストレスと心臓病J(弘文堂 199o、
「 心療内牟1人 間 (編

著)J(金 r書房 19931、 「不安とストレス (編著)J(日 ,本評論社
1998)、 「情報化時代のストレスマネジメント」(日 本評論社 2006)、

など他多数。

佐々木 司

東京大学医学部医学科卒業後、同付属病院精

神科にて研修。93年よリトロント大学クラー

ク精神医学研究所に留学
`,

99年より帝東大学溝日病院精神科講師、東京

大学講師 (保健センター精神科)、 同助教授

(准教授)を経て、2008年 に東京大学精神保健

支援室長 (教授)。 2010年 より同大学院教育学研究科健康教育学

分野教授に異動。学校精神保健の教育・研究に従事するとともに、

発達障害等の支援を担当する同大学コミュニケーションサポート

ルームを兼務。日本不安障害学会理事、日本精神行動遺伝医学会

理事、「1本生物学的精神医学会評議員、日本統合失調症学会評議員.

研究分野は不安障害を合む精神障害全般の臨床 疫学研究。英文

専門誌への投稿論文 150編 などを中心に成果を発表している.

境 泉洋

現在、徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド

サイエンス研究部准教授 (博十 (人間科学)臨
床心理七、認定行動療法 l:)

2004年 ′よ學館大学大学院心理臨床学研究科講

師。2007年徳島大学総合FI学部准教授
`,

組織改編により2009年 4月 から現職。

日本行動療法学会理事、行動療法研究常任編集委員、認知療法研究
常任編集委興、NPO法人全国引きこもりK1lJ親の会lll事 、徳島県
青少11健全育成審議会委彙.

主な研究テーマは、ひきこもり状態にある人やその家族への認知行
動療法による支援。

筆頭著書に「CRAFTひ きこもりの家族支援ワークブック」(金剛‖t

版)、 分It執筆に「認知行動療法の技法と臨床」(日 本評論‖)、 「ひ
きこもりに出会ったら」(11外医学社)、「『ひきこもり』考」輸ウt社 )

などがある.監訳に「CRAFT依 存症忠者への治療動機づけ」(金

剛出版)、 「メタ認知療法J(日 本.・7論社)がある。
F`,成 26イli 女||サ J  ::fll


